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　陶器などの身近な生活用具の一式で、
神話やおとぎ話、テレビ等で話題になった
ものなどの一場面を独特な発想・技巧を凝
らして飾り競う「平田一式飾り競技大会」
（7月20日～22日）が開催され、今年は、
「やぶさめ神事」（寺町町内会）が特選に
選ばれました。
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らして飾り競う「平田一式飾り競技大会」
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選ばれました。

▲詳しくはこちら▲詳しくはこちら

平田一式飾り競技大会 特選（出雲市杯）平田一式飾り競技大会 特選（出雲市杯）

みちしるべ／人権・同和教育基礎講座
新型コロナワクチン接種のお知らせ
2000人の吹奏楽／二十歳の集い
健康カレンダー・健康コーナー
総合芸術文化祭
お知らせ
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　斐川町福富の農事組合法人ふくどみ（代表理事組合長：佐野芳夫さん）が「第50回
（令和３年）全国豆類経営改善共励会」で最高位の農林水産大臣賞を受賞され、7月
１４日、ＪＡしまね斐川地区本部営農総合センターで表彰式が行われました。
　今回の受賞は、排水対策の徹底等によって島根県の令和３年産大豆の平均単
収の２倍以上、上位等級比率91％を達成したことなどが評価され、島根県内で初の
快挙となりました。
　表彰式後には中国四国農政局や関係機関を交えた意見交換会が行われ、国産大豆の需要が高まるなか、今後の
大豆の生産拡大に向けて、現状や課題などについて話し合われました。

農事組合法人ふくどみが「第50回全国豆類経営改善共励会」で
農林水産大臣賞を受賞されました！
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市では、フェイスブック（Facebook）、ツイッター（Twitter）、ユーチューブ（YouTube）、ライン（LINE）で、情報発信しています。
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前月比

９月３０日（金）です。
口座振替なら、対面による感染リスクを減らせます。
安心・安全・便利な口座振替をぜひご活用ください。
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国民健康保険料（第３期）及び
後期高齢者医療保険料（第３期）の納期限は

　出雲市役所では、職員のエコ通勤による取組をもって公共交通利用推進等マネジメント
協議会（事務局：国土交通省 総合政策局 交通計画課、交通エコロジー・モビリティ財団）
に「エコ通勤優良事業所認証」を申請し、6月30日、県内初のエコ通勤優良事業所として
認証されました。
　この認証制度は、エコ通勤に関して高い意識を持ち、積極的に推進している事業所
を認証・登録し、その取組を全国に広く紹介する制度で、出雲市役所は、平成22年から
導入した「エコ通勤ウィーク」をはじめ、職員へのアンケート調査など継続的な取組が
評価され、このたび、認証されたものです。
　今後も取組を継続するとともに、この認証制度や市役所の取組を市内事業者の皆さま
にも広く紹介し、エコ通勤の普及に努めていきます。

出雲市役所がエコ通勤優良事業所に認証されました。

　今年開館20周年を迎えた出雲科学館では、7月16日に記念式典及び特別講演会を
開催しました。式典で飯塚市長は、関係者への感謝と、出雲科学館が未来を担う子供
たちに科学の楽しさを伝え続け、科学・技術に関わる人材育成を担う役割を果たして
いくという抱負を述べました。式典後、株式会社オリィ研究所代表の吉藤オリィ氏を講
師とした特別講演会を開催しました。
　吉藤氏は、「孤独の解消」を研究テーマに、分身ロボット「OriHime」や目線入力など
関連技術の研究開発に取り組まれており、病気などで移動や意思疎通が困難な方が
オリヒメを遠隔操作し、就労など社会参加を実現している事例を紹介されました。

　また、講演会の中では「若い皆さんは、『物事はこうあるべき』という固定概念にとらわれることなく、自分がやりたい
と思うことを信じて、やり抜いてほしい」と、メッセージをいただきました。

出雲科学館開館20周年記念式典・特別講演会を開催しました。

　７月２１日、大津地区の水田にて、大雨によ
る浸水被害の軽減を目的に、水田の貯留機能
を活用する「田んぼダム」の実演会が、大津
「田んぼダム」推進協議会の主催で行われま
した。
　当日は、田んぼダムの仕組みや特徴、利点
などの説明に加え、大津地区で実践されてい
る現場を見学し、水田から水を抜く排水桝に、
専用のせき板を設置する実演がありました。
　この取組の普及を推進している本協議会の
代表の杉原 治さんは、「農家の皆さんの理解

が不可欠だが、市全体でこうした取組が普及すれば、相当量の雨水を貯留することが
でき、ゆっくりと河川へ流れるようにすることで、水害を軽減する効果が期待される。」
と力強く話していました。

「田んぼダム」の実演会（デモンストレーション）が開催されました。
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